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連載企画—音の博物館—

発声する口琴*

下村五三夫（北見工業大学）∗∗

口琴は奏者自身の口腔を唯一の本来的共鳴器と
する地球規模の分布を持つ音具です。製作素材に
は，竹木片，骨角片，薄い金属片などがあります。
日本では江戸時代にビヤボンという名の鉄口琴が
大流行しました。現在北海道のアイヌ民族にムッ
クリmukkuriという竹口琴があります（図–1上）。
音具全体を横向きに唇にあてがいます。紐を瞬発
し弁を震わせ，その原雑音を奏者の口腔に誘導し
ます。口笛を吹くときのように舌を動かすと，ブ
ンブンという原雑音は口腔の容積変化の効果を受
け，元の音色と旋律を変えてゆきます。
口琴には音響学の視点から興味深い伝承や報告
が付随しています。それは「口琴は人の声を生み
出す」というもので，シベリア，樺太，日本，中国，
台湾，果てはハワイにまで及んでいるのです。口
琴で発声するには，アイヌ口琴の名称 “ムックリ”
と江戸期の口琴練習譜の章句 “ノドモトトラヱテ”
が役立ちます。mukkuriは ‘閉じ喉の楽器’を意味
します。ノドモトトラヱテは ‘喉を閉じて’を意味
します。この二つが教えるとおり，声帯を閉じ合
わせた態勢のまま口琴の一次雑音を口腔に響かせ，
同時に無言調音運動を行うと原音は瞬時に声に変
わります。琴体を横向きに唇にあてがい，右端の
角を弾きます。パントマイムで例えばデ・ワ・ド・
ンと調音器官を動かします。ビーンという原音が
調音運動に同期して [de・wa・do・n]という声に
変わるでしょう。江戸時代の文献によると，ビヤ
ボンでデワドンという声を出したようなのです。
また樺太のアイヌ民族にはレクッカラ rekukkara
という喉ゲームがありました。女性二人が向かい
合って座り，口と口をそれぞれの両手で作ったメ
ガフォンで連結します。一方が自分の喉声を向か
いの女性の口腔に送り込み，受け手がその声を口
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図–1 アイヌ民族の竹口琴ムックリ（上），音声合成に優れ
た黄銅製口琴（中），その収納筒（下）

腔容積変化により変調します。もしも受け手が自
分の声帯を閉じ合わせ，無言調音運動を実行する
と，投入される喉声は受け手の口腔内で別の声に
変換されます。口琴の起源は「様々な雑音を声帯
が閉じられた自己の口腔に響かせ，それを無言調
音運動によって別の音声に変える習俗」にあった
のではないでしょうか。
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